
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

二
四

太
宰
治
「
乞
食
学
生
」

論

〈
中
期
〉
の
決
意
と
喜
劇
的
手
法
と

米
　
　
田

幸
　
　
代

　
「
乞
食
学
生
」
は
、
「
若
草
」
昭
和
十
五
年
七
月
号
（
第
１
６
巻
第
７
号
）
か
ら

十
二
月
号
（
第
１
６
巻
第
１
２
号
）
ま
で
、
六
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
作
者

太
宰
に
と
っ
て
、
前
年
に
美
知
子
夫
人
と
結
婚
、
生
涯
で
も
っ
と
も
健
康
と
安

定
し
た
家
庭
生
活
と
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
時
期
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

作
中
「
私
」
が
、
「
新
聞
を
取
り
上
げ
、
こ
ど
も
欄
の
考
へ
も
の
、
亀
、
鯨
、

兎
、
蛙
、
あ
ざ
ら
し
、
蟻
、
ペ
リ
カ
ン
、
こ
の
七
っ
の
中
で
、
卵
か
ら
生
れ
る

も
の
は
何
々
で
せ
う
、
と
い
ふ
問
題
に
就
て
、
ち
よ
つ
と
頭
を
ひ
ね
」
る
場
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

が
あ
る
。
太
宰
が
購
読
し
て
い
た
と
い
う
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
十
五
年
四

月
十
四
日
の
「
懸
賞
」
欄
に
は
、
「
こ
の
絵
の
七
つ
の
動
物
の
中
で
卵
か
ら
か

へ
つ
た
動
物
が
四
つ
あ
り
ま
す
、
何
と
何
で
せ
う
か
」
と
し
て
、
「
カ
メ
、
オ

ッ
ト
セ
イ
、
ア
リ
、
カ
ヘ
ル
、
ウ
サ
ギ
、
ペ
リ
カ
ン
、
ク
ヂ
ラ
」
を
挙
げ
た
ク

イ
ズ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
乞
食
学
生
」
の
起
筆
時
期
に
つ
い
て
、
山
内
群

史
氏
は
、
冒
頭
の
玉
川
上
水
の
描
写
な
ど
か
ら
「
昭
和
十
五
年
『
四
月
な
か

　
　
　
＠

ば
』
以
後
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
太
宰
が
こ
の
記
事
を
参
考
に
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
四
月
十
四
日
以
降
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
仕
事
の
方
も
順
調
で
「
三
鷹
に
来
て
か
ら
（
昭
和
十
四
年
九
月
－
引
用
者

注
）
原
稿
の
注
文
は
次
第
に
多
く
な
っ
て
、
十
四
年
の
十
一
、
十
二
月
に
は
予

定
表
を
作
っ
て
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
」
だ
っ
た
と
美
知
子
夫
人
は
振

　
　
　

り
返
る
。
昭
和
十
五
年
に
お
け
る
作
品
発
表
は
く
小
説
Ｖ
に
限
定
し
て
も
二
十

九
回
（
放
送
台
本
、
連
載
途
中
の
も
の
も
含
め
作
品
数
に
し
て
十
九
編
）
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ぼ
り
、
ほ
ぼ
毎
月
複
数
の
雑
誌
に
太
宰
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
年
発
表
さ
れ
た
作
品
に
は
、
「
女
の
決
闘
」
「
駈
込
み
訴
へ
」
「
善
蔵
を

思
ふ
」
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
「
盲
人
濁
笑
」
「
き
り
ぎ
り
す
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

鴎
外
訳
オ
イ
レ
ン
ベ
ル
グ
の
「
女
の
決
闘
」
に
独
自
の
解
釈
を
加
え
た
太
宰
版



「
女
の
決
闘
」
、
キ
リ
ス
ト
を
売
る
ユ
ダ
の
心
理
を
一
人
称
で
鋭
く
描
い
た
「
駈

込
み
訴
へ
」
、
私
小
説
を
思
わ
せ
る
「
善
蔵
を
思
ふ
」
、
古
伝
説
お
よ
び
シ
ル
レ

ル
（
シ
ラ
ー
）
詩
に
素
材
を
仰
ぐ
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
、
葛
原
勾
当
の
日
記
を
原

典
と
し
独
特
の
簡
素
な
文
体
を
持
つ
「
盲
人
燭
笑
」
、
女
性
独
白
体
で
書
か
れ

た
「
き
り
ぎ
り
す
」
　
　
こ
う
し
て
見
た
だ
け
で
も
、
こ
の
期
の
太
宰
が
、
小

説
の
手
法
上
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
乞
食
学
生
」
の
場
合
、
「
十
五
世
紀
中
葉
の
乞
食
学
生
詩
人
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ

ィ
ヨ
ン
か
ら
得
た
イ
マ
ア
ジ
ュ
を
核
と
す
る
作
品
」
で
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
「
大
重
言

書
」
、
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
、
マ
イ
ア
ー
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
「
ア
ル
ト
　
ハ

ィ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
な
ど
の
詩
句
が
作
品
の
各
所
に
掲
げ
ら
れ
話
の
流
れ
を
象
徴

し
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
、
「
私
」
「
佐
伯
」
「
熊
本
君
」
の
三
人
の
登
場
人
物

達
は
、
お
か
し
な
失
敗
、
自
己
卑
下
、
あ
る
い
は
「
私
」
「
熊
本
君
」
が
「
佐

伯
」
に
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
で
次
々
と
恥
を
曝
し
、
そ
の
滑
稽
さ
が
読
者
の
笑
い

を
誘
う
。
こ
の
構
図
は
「
第
一
回
」
か
ら
「
第
六
回
」
ま
で
崩
れ
る
こ
と
が
な

く
、
他
の
こ
の
期
の
作
品
と
比
べ
喜
劇
的
色
彩
の
濃
く
な
っ
て
い
る
点
が
指
摘

で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
乞
食
学
生
」
は
こ
れ
ま
で
さ
し
て
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

作
品
で
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
た
単
独
の
作
品
論
と
し
て
は
、
塚
越
和
夫
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

「
『
乞
食
学
生
』
に
つ
い
て
」
（
昭
６
０
・
７
）
お
よ
び
国
松
昭
氏
「
『
乞
食
学
生
』

　
　
　
　
　
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆

論
」
（
平
ｕ
・
６
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
塚
越
氏
は
、
「
太
宰
の
文
学
は
青
春
の
文

　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

学
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
定
説
に
近

い
が
、
そ
の
中
で
も
、
素
材
を
他
に
あ
お
が
な
い
で
、
単
純
陳
腐
で
あ
る
が
ゆ

え
に
こ
れ
ほ
ど
典
型
的
な
青
春
を
と
ら
え
た
作
品
は
少
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
」
と
、
こ
れ
を
太
宰
の
く
青
春
論
Ｖ
と
し
て
捉
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
国
松

氏
は
、
「
も
は
や
悔
恨
に
塗
れ
た
形
で
あ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う
と
青
春
を
描
い
た

り
、
若
者
へ
の
青
春
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
『
乞

食
学
生
』
は
現
在
の
自
分
の
だ
め
さ
か
げ
ん
を
さ
ら
け
出
し
、
そ
の
中
で
自
ら

の
最
後
の
拠
り
所
を
微
か
に
示
し
た
作
品
と
見
る
べ
き
」
だ
と
し
た
。
作
中

「
私
」
が
口
に
す
る
「
自
分
の
か
ら
だ
に
傷
を
つ
け
て
、
そ
こ
か
ら
噴
き
出
た

言
葉
だ
け
で
言
ひ
た
い
」
と
い
う
台
詞
が
氏
の
言
う
「
最
後
の
拠
り
所
」
で
あ

り
、
こ
の
作
品
を
太
宰
の
く
作
家
と
し
て
の
姿
勢
・
決
意
Ｖ
を
示
す
も
の
と
し

て
の
理
解
で
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
先
、
奥
野
健
男
氏
『
太
宰
治
く
決
定
版
Ｖ
』

　
　
　
「
９

（
昭
４
１
・
４
）
は
、
「
瀬
惰
の
歌
留
多
」
（
昭
１
４
・
４
）
「
畜
犬
談
」
（
昭
１
４
・
１
０
）

「
鴎
」
（
昭
１
５
・
１
）
「
春
の
盗
賊
」
（
昭
１
５
・
１
）
「
風
の
便
り
」
（
昭
１
６
・
ｕ
）

「
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
」
（
昭
１
７
・
７
）
な
ど
と
と
も
に
、
「
乞
食
学
生
」
を
、
「
前

期
の
意
識
を
も
っ
て
、
中
期
の
自
己
を
裁
く
悔
恨
の
系
列
」
と
位
置
付
け
、
塚

越
氏
も
「
妥
当
な
見
解
」
と
賛
意
を
表
し
た
。
こ
の
作
品
に
「
な
っ
て
な
い
」

（
国
松
氏
）
現
在
の
自
分
に
対
す
る
作
者
の
自
潮
を
見
る
、
と
い
う
点
は
、
奥

野
氏
、
塚
越
氏
、
国
松
氏
に
共
通
し
て
い
る
。

　
整
理
す
る
と
、
「
乞
食
学
生
」
の
理
解
と
し
て
、
作
者
の
く
青
春
論
Ｖ
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

る
も
の
、
〈
作
家
と
し
て
の
姿
勢
・
決
意
Ｖ
の
表
れ
で
あ
る
と
す
る
も
の
、
併

せ
て
そ
こ
に
執
筆
当
時
の
作
者
の
心
境
・
自
己
評
価
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
も
の
、
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

触
れ
つ
つ
、
先
に
指
摘
し
た
喜
劇
的
な
手
法
と
の
関
連
を
含
め
、
検
証
し
て
い

き
た
い
。

二

　
「
乞
食
学
生
」
を
考
え
る
鍵
と
し
て
く
青
春
ｖ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
作
中

「
私
」
は
、
サ
イ
ズ
の
合
わ
な
い
学
生
服
に
身
を
包
ん
だ
奇
態
な
格
好
で
、
「
佐

伯
」
「
熊
本
君
」
と
い
う
二
人
の
学
生
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
失
つ

た
青
春
を
再
び
、
現
実
に
取
り
戻
し
得
た
」
と
感
じ
て
高
揚
す
る
。
作
者
が

く
青
春
Ｖ
と
〈
学
生
〉
と
を
非
常
に
近
し
く
捉
え
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺

え
る
が
、
こ
の
年
太
宰
は
、
校
友
会
誌
へ
の
執
筆
、
講
演
等
に
よ
り
、
学
生
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

関
わ
る
機
会
を
幾
度
か
も
っ
た
。
な
か
で
も
随
筆
「
心
の
王
者
」
（
昭
１
５
・
１
）

と
「
諸
君
の
位
置
」
（
昭
１
５
・
３
）
と
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
る
が
、
作

者
の
考
え
を
知
る
大
き
な
手
掛
か
り
と
な
る
。

　
「
心
の
王
者
」
を
見
て
み
る
。
こ
れ
は
シ
ル
レ
ル
の
「
地
球
の
配
分
」
と
い

う
詩
を
例
に
出
し
、
太
宰
が
学
生
の
在
り
方
を
語
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
こ

で
作
者
が
言
い
た
い
の
は
、
「
学
生
と
は
、
社
会
の
ど
の
部
分
に
も
属
し
て
ゐ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
、
属
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
あ
な
た
（
神
－
引
用
者
注
）
の
光
に
陶
然
と
酔

つ
て
、
地
上
の
事
を
忘
れ
て
ゐ
た
」
た
め
に
地
球
の
配
分
に
加
わ
れ
な
か
っ
た

詩
人
は
、
「
お
前
が
此
の
天
上
に
、
俺
と
ゐ
た
い
な
ら
時
々
や
つ
て
来
い
。
此

所
は
お
前
の
為
に
空
け
て
置
く
！
」
と
の
言
葉
を
神
か
ら
も
ら
う
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
太
宰
は
言
う
。

　
　
学
生
本
来
の
姿
と
は
、
即
ち
此
の
神
の
寵
児
、
此
の
詩
人
の
姿
に
違
ひ
な

　
　
い
の
で
あ
り
ま
す
。
地
上
の
営
み
に
於
て
は
、
何
の
誇
る
と
こ
ろ
が
無
く

　
　
つ
て
も
、
其
の
自
由
な
高
貴
の
憧
れ
に
よ
つ
て
時
々
は
神
と
共
に
さ
へ
住

　
　
め
る
の
で
す
。

　
注
意
し
た
い
の
は
、
学
生
が
「
神
の
寵
児
」
の
「
詩
人
」
に
瞼
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
時
期
の
「
鴎
」
（
昭
１
５
・
１
）
に
は
、
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。

　
　
歯
が
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
欠
け
、
背
中
は
曲
り
、
ぜ
ん
そ
く
に
苦
し
み
な
が
ら
、

　
　
小
暗
い
露
地
で
一
生
懸
命
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
を
奏
し
て
ゐ
る
、
か
の
見
る
か

　
　
げ
も
な
い
老
爺
の
辻
音
楽
師
を
、
諸
君
は
、
笑
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら

　
　
う
か
。
私
は
、
自
身
を
、
そ
れ
に
近
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
社
会
的
に
は
、

　
　
も
う
最
初
か
ら
私
は
敗
残
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
芸
術
。

　
　
（
中
略
）
辻
音
楽
師
に
は
、
辻
音
楽
師
の
王
国
が
在
る
の
だ
。
（
中
略
）
私

　
　
は
、
い
ま
は
人
で
は
無
い
。
芸
術
家
と
い
ふ
、
一
種
奇
妙
な
動
物
で
あ
る
。

「
心
の
王
者
」
に
は
「
神
の
玉
座
に
神
と
並
ん
で
座
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
、



そ
れ
は
学
生
時
代
以
後
に
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
」
と
い
う
一
節
が
あ
る

が
、
「
鴎
」
を
併
せ
読
む
と
、
「
詩
人
」
…
「
芸
術
家
」
、
す
な
わ
ち
作
家
は
ま
た

別
物
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
学
生
（
青
春
）
時
代
は
、
杜
会
の
し
が
ら
み
と

は
無
関
係
に
「
神
の
寵
児
」
で
い
ら
れ
る
唯
一
の
時
期
で
は
あ
る
が
、
作
家
も

ま
た
、
そ
れ
と
同
様
に
俗
世
間
と
は
別
の
次
元
で
生
き
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
太
宰
の
考
え
が
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
鴎
」
「
心
の
王
者
」
「
乞
食
学
生
」
な
ど
が
執
筆
さ
れ
た
昭
和

十
四
、
五
年
は
、
既
に
日
中
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。
「
乞
食
学
生
」
に
も
戦

争
の
影
が
感
じ
ら
れ
る
箇
所
は
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
佐
伯
」
が

「
ヴ
ア
レ
リ
イ
っ
て
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
で
せ
う
？
／
フ
ラ
ン
ス
の
人
だ
っ

た
ら
、
だ
め
だ
。
／
敗
戦
国
ぢ
や
な
い
か
。
」
と
口
に
す
る
が
、
こ
れ
は
十
五

年
六
月
十
六
日
、
フ
ラ
ン
ス
が
ス
ペ
イ
ン
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
に
休
戦
を
申
し
入

れ
、
事
実
上
降
伏
し
た
の
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
（
山
内
群
史
氏
に
よ
れ
ば

該
当
箇
所
で
あ
る
「
第
三
回
」
が
執
筆
脱
稿
さ
れ
た
の
は
七
月
二
十
四
日
ま
で

　
　
　
　
　
０

と
い
う
こ
と
で
、
比
較
的
新
し
い
時
事
を
作
品
に
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な

る
）
。
ま
た
「
熊
本
君
」
が
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
を
突
っ
ぱ
ね
て
「
ア
ル
コ
オ

ル
は
罪
悪
で
す
」
と
言
う
の
も
、
永
井
荷
風
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
十
五
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

十
八
日
の
項
に
「
学
生
の
飲
酒
を
禁
ず
」
と
あ
り
、
ま
た
翌
十
九
日
の
「
読
売

新
聞
」
に
「
全
学
生
に
禁
酒
令
／
戦
時
下
学
生
の
精
神
作
興
と
節
米
運
動
の
一

翼
と
し
て
の
節
酒
の
両
方
面
か
ら
い
よ
く
文
部
省
で
は
全
国
学
生
に
断
固
禁

　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

酒
令
を
布
く
こ
と
・
と
な
つ
た
」
な
ど
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
「
鴎
」
は
も
う
少
し
直
接
的
に
戦
争
に
触
れ
て
い
る
。

　
　
私
は
、
兵
隊
さ
ん
の
泥
と
汗
と
血
の
労
苦
を
、
た
だ
思
ふ
だ
け
で
も
、
肉

　
　
体
的
に
充
分
に
そ
れ
を
感
取
で
き
る
し
、
こ
ち
ら
が
、
何
も
、
も
の
が
言

　
　
へ
な
く
な
る
ほ
ど
崇
敬
し
て
ゐ
る
。

　
し
か
し
「
私
」
は
実
用
に
お
い
て
「
漆
小
無
力
の
市
民
」
に
過
ぎ
ず
、
で
き

る
こ
と
と
い
え
ば
「
辻
音
楽
師
」
と
し
て
生
き
る
こ
と
だ
け
だ
、
と
の
説
明
が

続
く
。
国
家
総
動
員
法
の
下
、
社
会
が
戦
時
色
を
強
め
て
い
く
な
か
、
太
宰
は

芸
術
家
と
し
て
「
神
の
玉
座
」
と
共
に
在
ろ
う
と
し
て
い
る
。
「
心
の
王
者
」

で
は
、
「
老
成
」
し
た
「
今
の
学
生
諸
君
の
身
の
上
が
、
な
ん
だ
か
不
欄
に
思

は
れ
て
来
た
」
と
嘆
き
、
「
学
生
自
ら
の
罪
で
は
な
い
の
で
せ
う
。
き
つ
と
誰

か
に
、
さ
う
仕
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
せ
う
。
」
と
、
時
局
批
判
と
も
受
け
取

れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
頃
の
太
宰
の
戦
争
に
対
す
る
認
識
お
よ
び

作
家
た
ら
ん
と
す
る
信
念
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。

　
「
僕
た
ち
は
、
み
ん
な
、
戦
争
に
行
き
た
く
て
な
ら
な
い
の
だ
よ
。
」
と
言
う

「
左
白
」
に
、
「
君
は
、
一
ば
ん
骨
の
折
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
の
が
れ
よ
う
と
し

て
ゐ
る
だ
け
な
ん
だ
。
」
と
「
私
」
は
あ
く
ま
で
も
勉
強
を
勧
め
る
が
、
こ
れ

も
「
心
の
王
者
」
な
ど
と
同
根
の
考
え
に
基
づ
く
の
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
も
執

筆
さ
れ
た
昭
和
十
五
年
と
い
う
杜
会
背
景
と
無
縁
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

三

　
そ
れ
で
は
具
体
的
に
「
乞
食
学
生
」
を
見
て
い
く
。
「
や
り
き
れ
な
い
作
品
」

を
雑
誌
社
に
送
っ
て
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
て
い
た
主
人
公
の
「
私
」
は
、
玉
川
上

水
を
泳
ぐ
少
年
「
佐
白
」
に
出
会
う
。
話
し
込
む
う
ち
「
私
」
は
「
佐
自
」
に

代
わ
っ
て
「
映
画
説
明
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
「
佐
伯
」
の
友
人

「
熊
本
君
」
に
ま
っ
た
く
サ
イ
ズ
の
合
わ
な
い
制
服
・
制
帽
を
借
り
、
奇
態
な

学
生
姿
と
な
る
。
三
人
は
渋
谷
の
街
に
繰
り
出
す
が
、
や
が
て
「
佐
伯
」
の
嘘

が
判
明
。
い
ざ
こ
ざ
の
末
に
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
「
私
」
は
コ
一
人
の
学
生
と
、

宵
の
渋
谷
の
街
を
酔
つ
て
歩
い
て
、
失
つ
た
青
春
を
再
び
、
現
実
に
取
り
戻
し

得
た
」
と
思
い
、
限
り
な
く
高
揚
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
す
べ
て
は
夢
で
、
少

年
も
「
佐
伯
」
と
い
う
名
で
は
な
く
、
「
私
」
は
や
は
り
「
三
十
二
歳
の
下
手

な
小
説
家
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
「
乞
食
学
生
」
執
筆
当
時
、
太
宰
は
数
え
年
三
十
二
歳
、
先
に
見
た
よ
う
に

当
時
作
家
と
し
て
あ
る
程
度
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
事
実
を
考
え
る
と
、

「
私
」
が
ダ
メ
作
家
ぶ
り
を
卑
下
す
る
姿
は
大
げ
さ
過
ぎ
る
感
が
あ
る
。
自
己

戯
画
化
で
あ
る
と
も
取
れ
る
し
、
パ
ビ
ナ
ー
ル
中
毒
で
「
五
年
ま
へ
（
昭
和
十

年
引
用
者
注
）
に
、
半
狂
乱
の
一
期
問
を
持
つ
た
」
（
「
鶴
」
）
こ
と
か
ら
く

る
神
妙
な
態
度
に
も
取
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
「
私
」
が
太
宰
を
投
影

し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
く
、
「
若
草
」
連
載
当
時
、
吉
田
貫
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

郎
が
付
し
た
挿
し
絵
（
毎
回
二
枚
）
の
「
私
」
も
太
宰
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

　
ま
た
「
佐
伯
」
は
、
あ
と
の
二
人
に
辛
辣
塗
言
葉
を
投
げ
付
け
る
な
ど
対
立

的
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
反
面
、
「
私
」
と
通
じ
る
も
の
も
持
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
佐
伯
」
が
「
僕
な
ん
て
、
だ
ま
つ
て
ゐ
た
く
て
も
、
だ
ま
つ
て
居

れ
な
い
。
心
に
も
な
い
道
化
で
も
言
つ
て
ゐ
な
け
れ
や
、
生
き
て
い
け
な
い
ん

だ
」
と
言
っ
た
と
き
、
「
私
」
は
「
思
は
ず
振
り
向
い
て
、
少
年
の
顔
を
見
直

し
」
、
「
そ
れ
は
、
誰
の
事
を
言
つ
て
ゐ
る
ん
だ
」
と
聞
い
て
し
ま
う
。
自
分
の

こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
だ
。
塚
越
和
夫
氏
は
、
「
『
私
』
イ
コ

オ
ル
作
者
自
身
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
太
宰
治
の
文
学
を
『
道
化
の
文
学
』
と

と
ら
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
左
白
と
『
私
』
と
が
同
化
さ
せ
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
こ
と
は
明
瞭
な
の
で
あ
る
」
と
、
国
松
昭
氏
は
「
少
年
も
太
宰
の
分
身
で
あ

＠
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、
「
私
」
は
「
熊
本
君
」
を
完
全
に

客
観
視
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
「
佐
白
」
に
対
し
て
は
時
に
切
実
な
共

感
を
寄
せ
た
り
、
そ
の
真
実
味
の
あ
る
指
摘
に
強
く
打
ち
の
め
さ
れ
た
り
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
私
」
が
三
十
二
歳
の
太
宰
、
「
佐
伯
」
は
若
き
日
の

太
宰
で
あ
る
、
と
読
む
こ
と
は
妥
当
だ
ろ
う
。

　
次
に
「
熊
本
君
」
で
あ
る
が
、
「
第
四
回
」
か
ら
登
場
し
、
そ
の
冒
頭
に
は

「
ワ
グ
ネ
ル
君
、
／
正
直
に
叫
ん
で
、
／
成
功
し
給
へ
。
／
し
ん
に
言
ひ
た
い

事
が
あ
る
な
ら
ば
、
／
そ
れ
を
そ
の
ま
圭
言
へ
ば
よ
い
。
」
と
フ
ァ
ウ
ス
ト
の

詩
句
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
学
生
姿
に
な
っ
た
「
私
」
に
、
「
熊
本
君
」
は



「
あ
な
た
は
青
春
を
恢
復
し
た
フ
ア
ウ
ス
ト
博
士
の
や
う
で
す
。
」
と
言
い
、

「
す
る
と
、
メ
フ
イ
ス
ト
フ
エ
レ
ス
は
、
こ
の
佐
伯
君
と
い
ふ
事
に
な
パ
ま
す

ね
。
」
と
「
私
」
が
受
け
る
。
常
に
「
熊
本
君
」
と
「
君
」
付
き
で
「
私
」
が

呼
ぶ
の
は
「
熊
本
君
」
と
「
ワ
グ
ネ
ル
君
」
と
を
呼
応
さ
せ
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
相
良
守
峯
氏
は
、
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
（
ワ
グ
ネ
ル
ー
引
用
者
注
一
は
、

フ
ァ
ウ
ス
ト
が
捨
て
去
っ
た
知
識
の
世
界
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
学
究
で
、

（
中
略
）
創
造
的
精
神
を
貴
ぶ
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
は
明
か
な
対
照
を
な
し
て
い

る
。
」
と
説
く
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
助
手
で
あ
り
な
が
ら
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
真
に
理

解
し
得
な
い
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
似
せ
て
、
「
熊
本
君
」
は
、
「
佐
伯
」
（
十
「
私
」
）

の
身
近
な
友
人
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
か
相
容
れ
な
い
人
物
と
し
て
配
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
て
、
「
私
」
は
「
佐
伯
」
「
熊
本
君
」
と
の
触
れ
合
い
に
よ
っ
て
青
春
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
た
い
。
塚
越
氏
が
「
お
と

　
　
　
　
　
　
　
篶
一

な
と
青
年
と
の
対
立
」
と
言
う
よ
う
に
、
「
私
」
は
最
初
、
「
佐
伯
」
に
対
し
て

も
「
熊
本
君
」
に
対
し
て
も
、
説
教
口
調
や
分
別
顔
を
し
て
み
た
り
と
、
一
応

は
年
齢
相
当
と
い
う
べ
き
接
し
方
を
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
い
う
「
私
」
に

対
す
る
「
佐
伯
」
の
反
発
は
激
し
い
。
「
君
は
、
い
っ
で
も
自
己
弁
解
ば
か
り

し
て
る
ぢ
や
な
い
か
。
」
と
鋭
く
非
難
し
、
内
心
で
は
う
ろ
た
え
つ
つ
反
論
を

試
み
る
「
私
」
に
な
ど
、
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
私
」
が
、
「
僕

は
、
だ
め
だ
。
」
と
「
自
分
の
弱
小
無
力
」
を
自
覚
し
思
い
に
沈
ん
で
し
ま
う

　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

と
、
態
度
が
軟
化
、
白
分
の
嘘
を
素
直
に
謝
罪
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
木
村
君
（
「
私
」
の
本
名
－
引
用
者
注
）
、
君
は
、
偉
い
人
だ
ね
。
君
み
た

　
　
い
に
、
何
も
気
取
ら
な
い
で
、
僕
た
ち
と
一
緒
に
、
心
配
し
た
り
、
し
よ

　
　
げ
た
り
し
て
く
れ
る
と
、
僕
た
ち
に
は
、
何
だ
か
勇
気
が
出
て
来
る
の
だ
。

　
　
（
中
略
）
僕
は
、
心
の
弱
さ
を
隠
さ
な
い
人
を
信
頼
す
る
。

　
そ
こ
で
三
人
は
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
「
私
」
は
「
失
つ
た
青
春
を
再
び
、
現
実

に
取
り
戻
し
得
た
」
と
思
う
に
至
る
。
し
か
し
、
乾
杯
の
直
後
、
「
私
」
は
二

人
の
学
生
を
相
手
に
演
説
を
始
め
、
そ
れ
は
「
酒
を
飲
む
な
」
と
い
う
お
説
教

だ
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
続
く
。

　
　
な
る
べ
く
な
ら
僕
は
、
清
潔
な
、
強
い
、
明
る
い
、
な
ん
て
そ
ん
な
形
容

　
　
詞
を
使
ひ
た
く
な
い
ん
だ
。
自
分
の
か
ら
だ
に
傷
を
っ
け
て
、
そ
こ
か
ら

　
　
噴
き
出
た
言
葉
だ
け
で
言
ひ
た
い
。
下
手
く
そ
で
も
い
い
、
自
分
の
血
肉

　
　
を
削
っ
た
言
葉
だ
け
を
、
ど
も
り
な
が
ら
言
ひ
た
い
。
ど
う
も
、
一
般
論

　
　
は
、
て
れ
く
さ
い
。

　
「
私
」
の
真
意
が
、
こ
の
告
白
に
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
そ
れ
で
も
「
私
」

は
「
一
般
論
」
を
口
に
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
「
佐
伯
」
の
制
服
と

靴
と
を
買
い
戻
す
た
め
の
お
金
を
出
し
、
「
わ
び
し
い
時
に
は
、
下
宿
で
毛
布

を
か
ぶ
つ
て
勉
強
す
る
の
だ
。
」
と
訓
示
す
る
。
「
私
」
は
無
意
識
の
う
ち
に
そ

う
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
〈
大
人
〉
の
言
動
で
あ
る
。

「
佐
伯
」
は
「
そ
ん
な
事
を
一
言
つ
て
る
と
、
君
の
顔
は
、
ま
る
で
、
昔
の
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

ら
ひ
み
た
い
に
見
え
る
ね
。
」
と
受
け
る
が
、
こ
れ
は
最
初
出
会
っ
た
玉
川
上

水
の
土
堤
で
、
「
そ
ん
な
に
、
ふ
く
れ
て
ゐ
る
と
、
君
の
顔
は
、
さ
む
ら
ひ
み

た
い
に
見
え
る
ね
。
」
と
言
っ
た
の
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
「
佐
白
」
が
終

始
「
私
」
を
自
分
と
は
別
の
次
元
の
存
在
、
ど
こ
か
し
ら
過
去
の
遺
物
的
な
存

在
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
「
さ
む
ら
ひ
」
と
い
う
言
葉
か

ら
窺
え
る
。
酔
っ
て
渋
谷
の
街
を
歩
き
な
が
ら
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ヒ
」
を
高
吟
す
る
の
が
「
私
」
だ
け
で
あ
る
の
も
当
然
な
の
だ
。
「
私
」
が
青

春
を
取
り
戻
し
得
た
と
思
っ
た
の
は
夢
の
な
か
の
出
来
事
だ
が
、
そ
の
夢
の
な

か
で
す
ら
、
そ
れ
は
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
奥
野
健
男
氏
が
「
乞
食
学
生
」
を
「
前
期
の
意
識
を
も
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

中
期
の
自
己
を
裁
く
悔
恨
の
系
列
」
と
理
解
し
た
の
は
、
「
佐
伯
」
を
若
き
日

の
太
宰
と
考
え
、
現
在
の
太
宰
で
あ
る
「
私
」
を
容
赦
無
く
非
難
す
る
　
　
と

い
う
構
図
に
由
来
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
右
で
見
た
よ
う
に
、
「
私
」
と
「
佐

伯
」
と
が
同
次
元
に
立
つ
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
佐
伯
」
は

「
私
」
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
僕
は
、
心
の
弱
さ
を
隠
さ

な
い
人
を
言
頼
す
る
。
」
と
認
め
て
も
い
る
。
「
私
」
に
対
し
て
一
応
の
理
解
は

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
「
前
期
の
意
識
を
も
っ
て
、
中
期
の
自
己
を
裁
く
」
と
表
現
す
る
と
、
中
期

の
自
己
を
ま
っ
た
く
認
め
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
自
潮
的
な
印
象
が
強
く
な
っ

て
し
ま
う
が
、
「
乞
食
学
生
」
に
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
自
己
否
定
は
籠
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
逆
に
、
「
佐
伯
」
が
「
私
」
を
部
分
的
に
せ

よ
肯
定
し
て
い
る
こ
と
の
方
に
こ
そ
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
塚
越
氏
の
指
摘
す
る
く
青
春
Ｖ
が
、
こ
の
作
品
の
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
各
所
に
掲
げ
ら
れ
た
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
句
か
ら
は
、
青
春

（
学
生
）
時
代
に
対
す
る
悔
恨
・
懐
旧
の
情
が
強
く
読
み
取
れ
、
作
品
自
体
も

そ
れ
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」

や
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
の
一
節
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
く
青
春
ｖ
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
作
品
で
は
あ
る
が
、
引
用
箇
所
は
、
作
家
と
し
て
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
、

と
も
読
め
る
も
の
だ
。
「
自
分
の
か
ら
だ
に
傷
を
つ
け
て
、
そ
こ
か
ら
噴
き
出

た
言
葉
だ
け
で
言
ひ
た
い
。
」
と
い
う
「
私
」
の
主
張
は
、
「
第
四
回
」
冒
頭
の

「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
の
詩
句
の
言
い
換
え
と
読
め
る
し
、
国
松
氏
が
指
摘
す
る
よ

　
＠

う
に
、
こ
の
箇
所
は
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
の
「
そ
の
実
を
舞
と
護

ら
な
む
。
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
そ
の
実
」
と
は
、
作
家

と
し
て
の
誇
り
の
よ
う
な
も
の
と
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
「
心
の
王
者
」
に
描
か
れ
た
よ
う
な
「
詩
人
の
特
権
」
は
、
も
は
や
青
春
期

を
通
り
過
ぎ
た
「
私
」
に
は
与
え
ら
れ
な
い
が
、
詩
人
（
作
家
）
の
魂
は
「
神

の
玉
座
」
と
共
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
「
失
っ
た
青
春
を
再
び
、

現
実
に
取
り
戻
」
す
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
（
夢
の
な
か
で
さ
え
）
で
あ
り
、



作
品
冒
頭
の
苦
悶
す
る
作
家
の
姿
こ
そ
が
「
私
」
の
現
実
で
あ
る
。
「
そ
の
実

を
韓
と
護
ら
な
む
、
そ
の
歌
の
一
句
を
」
、
「
深
刻
な
苦
笑
で
も
っ
て
、
再
び
三

度
、
反
甥
」
し
つ
つ
、
「
私
」
は
現
実
の
作
家
と
し
て
の
道
を
行
く
他
は
な
い
。

「
下
手
な
小
説
家
」
に
す
ぎ
な
い
「
私
」
に
世
間
の
風
は
冷
た
い
だ
ろ
う
。

「
鴎
」
に
、
「
や
は
り
私
は
辻
音
楽
師
だ
。
ぶ
ざ
ま
で
も
、
私
は
私
の
ヴ
ァ
ィ
オ

リ
ン
を
続
け
て
奏
す
る
よ
り
他
は
な
い
の
か
も
知
れ
ぬ
。
」
と
あ
っ
た
が
、
「
乞

食
学
生
」
に
も
、
そ
の
よ
う
な
く
中
期
ｖ
太
宰
の
作
家
と
し
て
の
決
意
が
籠
め

ら
れ
て
い
る
。

四

　
「
乞
食
学
生
」
の
特
色
と
し
て
、
喜
劇
的
色
彩
の
濃
い
作
品
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
、
先
に
指
摘
し
た
。
ま
ず
、
話
の
筋
書
き
か
ら
し
て
そ
う
で
あ
る
。

「
私
」
が
何
の
義
理
も
無
い
知
り
合
っ
た
ば
か
り
の
「
佐
伯
」
に
代
わ
っ
て

「
映
画
説
明
」
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
サ
イ
ズ
の
合
わ
な
い
高
等
学
校
の
制

服
・
制
帽
に
身
を
包
む
。
呆
て
は
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ヒ
」
を
高
吟
し
て
街
を
歩
く
が
、
な
ん
と
そ
れ
ら
は
す
べ
て
夢
で
あ
っ
た
。

　
　
「
私
」
が
こ
の
よ
う
に
滑
稽
な
行
動
へ
と
流
さ
れ
て
い
く
の
も
、
〈
夢
の

な
か
で
の
出
来
事
〉
と
い
う
設
定
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
一
応
説
明
で
き
る

が
、
そ
れ
に
し
て
も
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
お
か
し
な
展
開
で
あ
る
。
ま
た
、

「
私
」
は
、
「
天
候
居
士
」
で
あ
る
と
か
、
「
た
だ
唯
、
編
輯
者
の
腕
力
を
恐
れ

　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

て
ゐ
る
」
が
た
め
に
不
出
来
な
作
品
も
投
函
し
て
し
ま
う
、
と
か
い
っ
た
具
合

に
白
己
を
し
き
り
に
戯
画
化
し
て
語
る
。
「
佐
伯
」
が
登
場
し
て
以
後
は
、

次
々
と
矛
盾
を
指
摘
さ
れ
や
が
て
精
神
的
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

「
熊
本
君
」
も
同
様
で
、
そ
の
連
続
に
よ
っ
て
作
品
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
一
言

っ
て
も
よ
い
（
も
っ
と
も
「
熊
本
君
」
は
、
「
青
本
女
之
助
」
と
で
も
す
べ
き

性
格
で
あ
り
な
が
ら
「
熊
本
」
と
い
う
勇
ま
し
い
名
を
与
え
ら
れ
、
鼻
の
虫
刺

さ
れ
を
異
常
に
気
に
か
け
、
自
分
の
頭
の
サ
イ
ズ
を
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
同
じ
な

ん
で
す
。
」
と
主
張
す
る
な
ど
、
存
在
白
体
が
コ
ミ
カ
ル
に
描
か
れ
て
い
る
が
）
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
喜
劇
的
手
法
は
、
作
品
の
テ
ー
マ
と
ど
の
よ
う
に
結

び
付
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
三
十
二
歳
の
「
私
」
が
高
等
学
校
の
制
服
・
制
帽
で
街
に
繰
り
出
す
、

と
い
う
奇
異
な
一
件
に
っ
い
て
だ
が
、
そ
の
と
き
の
「
私
」
の
様
子
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
袖
口
か
ら
は
腕
が
五
寸
も
、
は
み
出
し
て
ゐ
る
。
ズ
ボ
ン
は
、
や
た
ら
に

　
　
太
く
、
し
か
も
短
い
。
膝
が
、
や
つ
と
隠
れ
る
く
ら
ゐ
で
、
毛
嬬
が
無
残

　
　
に
露
出
し
て
ゐ
る
。
ゴ
ル
フ
パ
ン
ツ
の
や
う
で
あ
る
。

　
「
熊
本
君
」
は
「
こ
れ
で
は
、
私
の
洋
服
の
評
判
ま
で
悪
く
な
り
ま
す
。
」
と

言
い
、
「
佐
伯
」
に
は
「
い
つ
そ
、
ま
っ
ぱ
だ
か
で
歩
い
た
は
う
が
、
い
い
く

ら
ゐ
だ
。
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
珍
妙
な
格
好
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、

「
私
」
は
玉
川
上
水
の
土
堤
で
裸
の
「
佐
伯
」
に
会
っ
た
と
き
、
上
衣
も
靴
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

持
っ
て
い
な
い
と
聞
か
さ
れ
て
「
異
様
な
恐
怖
に
襲
は
れ
」
、
そ
の
後
「
私
の

下
駄
よ
り
、
は
る
か
に
立
派
」
な
下
駄
を
履
い
て
い
る
の
を
見
て
、
次
の
よ
う

に
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
　
私
は
、
な
ぜ
だ
か
、
ほ
つ
と
し
た
。
救
は
れ
た
気
持
で
あ
つ
た
。
浅
間
し

　
　
い
神
経
で
は
あ
る
が
、
私
も
、
や
は
り
、
あ
ま
り
に
突
飛
な
服
装
の
人
問

　
　
に
は
、
ど
う
し
て
も
多
少
の
警
戒
心
を
抱
い
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。

　
サ
イ
ズ
の
合
わ
な
い
高
等
学
校
の
制
服
・
制
帽
を
身
に
付
け
た
三
十
二
歳
の

「
私
」
こ
そ
、
「
突
飛
な
服
装
の
人
間
」
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。

　
神
谷
忠
孝
氏
は
「
太
宰
治
と
服
装
　
　
お
し
ゃ
れ
志
向
と
乞
食
姿
と
　
　
」

　
　
　
ゆ

（
平
７
・
５
）
に
お
い
て
、
「
思
ひ
出
」
（
昭
８
・
４
－
７
）
、
「
富
嶽
百
景
」
（
昭

１
４
・
２
－
３
）
、
「
服
装
に
就
い
て
」
（
昭
１
６
・
２
）
、
．
「
津
軽
」
（
昭
１
９
・
ｕ
〉
な

ど
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
太
宰
文
学
に
は
「
服
装
は
宿
命
を
左
右
す
る
」
と
い

う
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
「
服
装
に
就
い
て
」
で
、
「
私
」

は
、
昔
買
っ
た
「
ど
う
し
た
っ
て
、
男
子
の
着
る
も
の
で
は
な
」
い
着
物
を
着

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
姿
の
た
め
「
非
常
に
卑
屈
な
気
持
」
で
友
人

と
呑
ん
で
い
る
内
、
友
人
は
店
の
主
人
に
食
っ
て
か
か
る
。
「
私
」
は
「
き
つ

と
今
に
私
た
ち
二
人
、
追
放
の
恥
辱
を
嘗
め
る
や
う
に
な
る
だ
ら
う
」
と
は
ら

は
ら
し
、
止
め
さ
せ
よ
う
と
「
弁
慶
、
情
け
の
折
橿
」
の
つ
も
り
で
友
人
を
殴

る
が
、
主
人
は
「
私
」
の
方
に
「
追
放
令
」
を
宣
告
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
つ
く
づ
く
、
う
ら
め
し
い
、
気
持
で
あ
つ
た
。
服
装
が
悪
か
つ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　
る
。
ち
や
ん
と
し
た
服
装
さ
へ
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
私
は
主
人
か
ら
も
多

　
　
少
は
人
格
を
認
め
ら
れ
、
店
か
ら
追
ひ
出
さ
れ
る
な
ん
て
恥
辱
は
受
け
ず

　
　
に
す
ん
だ
の
で
あ
ら
う
に
、
と
赤
い
着
物
を
着
た
弁
慶
は
夜
の
安
佐
ケ
谷

　
　
の
街
を
猫
背
に
な
つ
て
、
と
ぼ
と
ぼ
歩
い
た
。

　
こ
の
場
合
「
赤
い
着
物
」
の
せ
い
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
気
に
し
過
ぎ
る

自
意
識
過
剰
の
せ
い
で
「
追
放
令
」
を
受
け
た
と
い
う
の
が
実
の
と
こ
ろ
だ
。

し
か
し
そ
の
自
意
識
過
剰
ゆ
え
に
「
服
装
」
と
い
う
の
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で

き
な
い
要
素
と
な
り
、
見
か
け
が
内
面
を
表
し
、
こ
の
例
の
よ
う
に
時
に
は
支

配
し
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
。
神
谷
氏
が
言
う
よ
う
に
、
太
宰
文
学
に
お
い

て
「
服
装
」
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
よ
う
な
意
味
付
け
を
与
え
ら
れ
る
。

　
「
乞
食
学
生
」
の
「
私
」
も
、
高
等
学
校
の
制
服
・
制
帽
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
三
十
二
歳
の
下
手
な
小
説
家
」
と
い
う
現
実
と
は
異
な
る
存
在

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
私
」
が
「
突
飛
な
服
装
の
人
問
」
に
「
警
戒
心

を
抱
い
て
し
ま
ふ
」
の
は
、
そ
の
人
を
く
突
飛
な
行
動
を
す
る
人
問
Ｖ
だ
と
思

う
か
ら
だ
ろ
う
。
服
装
と
中
身
と
の
一
致
で
あ
る
。
「
私
」
は
学
生
の
姿
に
な

っ
た
以
上
、
酔
い
の
力
を
借
り
て
で
は
あ
る
が
、
徐
々
に
気
持
ち
の
う
え
で
も

そ
れ
に
引
き
ず
ら
て
い
く
。
自
分
が
学
生
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
て

い
く
。
た
だ
し
そ
れ
は
か
な
り
奇
態
で
、
本
物
と
は
遠
く
か
け
離
れ
た
学
生
姿

だ
っ
た
。
そ
れ
で
は
中
身
の
方
は
ど
う
か
。
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
私
」

は
乾
杯
に
よ
っ
て
「
失
つ
た
青
春
を
再
び
、
現
実
に
取
り
戻
し
得
た
と
思
」
い
、



「
佐
伯
」
や
「
熊
本
君
」
と
同
列
に
並
ん
だ
つ
も
り
に
な
る
が
、
そ
れ
は
単
な

る
思
い
込
み
だ
っ
た
。
結
局
「
乞
食
学
生
」
の
場
合
も
、
外
面
的
に
も
内
面
的

に
も
珍
妙
な
学
生
も
ど
き
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
で
、
服
装
と
中
身
と
は
一
致

し
て
お
り
、
そ
れ
が
作
品
の
テ
ー
マ
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
。

　
次
に
、
三
人
の
登
場
人
物
の
会
話
に
つ
い
て
だ
が
、
主
に
「
佐
伯
」
が
、

「
私
」
や
「
熊
本
君
」
の
矛
盾
を
鋭
く
指
摘
し
、
二
人
の
狼
狽
の
さ
ま
が
読
者

の
笑
い
を
誘
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
熊
本
君
」
は
、
読

み
も
し
な
い
洋
書
を
机
の
上
に
開
い
て
お
い
て
、
実
際
に
読
む
通
俗
小
説
は
机

の
下
に
隠
し
て
お
き
た
い
人
物
な
の
だ
が
、
「
佐
伯
」
は
、
「
君
は
、
い
っ
で
も

読
ま
な
い
本
を
机
の
上
に
ひ
ろ
げ
て
置
い
て
、
読
ん
で
い
る
本
は
机
の
下
に
隠

し
て
置
く
ん
だ
ね
。
妙
な
癖
が
あ
る
ん
だ
ね
。
」
と
容
赦
が
な
い
。
「
佐
伯
」
に

は
こ
の
よ
う
な
罪
の
無
い
虚
飾
さ
え
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
受
け

手
で
あ
る
「
私
」
と
「
熊
本
君
」
と
の
問
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
「
熊
本

君
」
は
「
佐
伯
」
に
責
め
ら
れ
は
し
て
も
終
始
マ
イ
ペ
ー
ス
な
部
外
者
的
立
場

を
貫
く
が
、
「
私
」
の
場
合
は
違
う
。

　
「
佐
伯
」
の
「
私
」
に
対
す
る
発
言
の
大
半
は
反
抗
的
な
も
の
で
あ
る
。
ヴ

ァ
レ
リ
ィ
の
言
葉
を
引
い
て
勉
強
す
る
よ
う
諭
す
と
、
「
敗
戦
国
ぢ
や
な
い
か
。

／
亡
国
の
言
辞
で
す
よ
。
君
は
、
人
が
い
い
か
ら
、
だ
め
だ
な
あ
。
」
な
ど
と

受
け
、
「
熊
本
君
」
と
の
口
喧
嘩
を
「
人
の
懸
命
な
生
き
か
た
を
、
潮
笑
す
る

の
は
、
間
違
ひ
だ
。
」
と
仲
裁
す
れ
ば
、
「
君
は
、
老
槍
な
だ
け
な
ん
だ
。
」
と

　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

返
す
。
答
え
方
が
い
ち
い
ち
喧
嘩
腰
な
の
だ
。
「
私
」
は
お
お
む
ね
こ
れ
ら
を

大
人
の
良
識
で
受
け
と
め
、
一
応
は
客
観
的
に
対
処
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
佐
伯
」
の
嘘
が
判
明
し
、
「
人
を
責
め
る
資
格
は
、
僕
に
は
無
い
ん
だ
。
」
と

「
私
」
が
許
し
た
際
、
「
佐
伯
」
は
激
し
く
訴
え
る
。

　
　
責
め
た
っ
て
い
い
ぢ
や
な
い
か
。
／
君
は
、
い
っ
で
も
自
己
弁
解
ば
か
り

　
　
し
て
る
ぢ
や
な
い
か
。
僕
た
ち
は
、
も
う
、
大
人
の
自
己
弁
解
に
は
聞
き

　
　
厭
き
て
る
ん
だ
。

　
「
私
」
は
「
大
人
」
の
代
表
で
あ
る
か
の
よ
う
に
非
難
さ
れ
内
心
ギ
ク
リ
と

す
る
の
だ
が
、
「
そ
れ
を
狡
猪
に
押
し
隠
し
て
」
反
論
を
試
み
る
。
だ
が
そ
ん

な
反
論
に
よ
っ
て
相
手
を
説
得
す
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
「
く
だ
ら
な
い
。
そ
ん

宝
言
ひ
古
さ
れ
た
事
を
、
僕
た
ち
は
考
へ
て
ゐ
る
ん
ぢ
や
な
い
よ
。
し
っ
か
り

し
た
人
間
と
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
か
、
そ
れ
を
見
せ
て
も
ら
ひ
た
い
ん
だ
。
」

と
の
言
葉
に
、
何
も
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
「
佐
伯
」
が
常
に
真
理
を
語
っ
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
若
さ
ゆ
え
の

極
端
な
頑
な
さ
が
お
お
い
に
感
じ
ら
れ
さ
え
す
る
が
、
要
は
、
「
自
己
弁
解
」

に
し
か
聞
こ
え
な
い
「
私
」
の
く
大
人
と
し
て
の
嚢
言
Ｖ
に
、
一
貫
し
て
反
発

を
示
し
て
い
る
。
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
「
私
」
は
、
「
白
己
弁
解
」
と
い

う
言
葉
を
投
げ
付
け
ら
れ
、
必
死
で
取
り
繕
お
う
と
す
る
が
、
叶
わ
な
い
。
っ

ま
り
「
私
」
は
、
「
佐
伯
」
に
く
大
人
の
部
分
ｖ
を
そ
の
都
度
否
定
さ
れ
、
畳

み
掛
け
ら
れ
、
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
口
先
だ
け
の
言
葉
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二



　
　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

は
「
佐
白
」
を
言
い
負
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
自
分
が
「
し
っ
か
り
し
た

人
問
」
で
な
い
こ
と
も
解
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
佐
白
」
の
言
葉
に
よ
っ

て
一
つ
ず
つ
大
人
の
仮
面
を
剥
が
さ
れ
て
、
素
の
自
分
が
残
さ
れ
た
の
だ
。
そ

こ
で
「
佐
伯
」
は
初
め
て
「
僕
は
、
心
の
弱
さ
を
隠
さ
な
い
人
を
信
頼
す
る
。
」

と
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
、
乾
杯
の
運
び
と
な
る
。

　
乾
杯
の
直
後
、
「
私
」
は
お
説
教
の
演
説
を
始
め
、
「
佐
伯
」
に
「
勉
強
し
給

へ
。
」
と
訓
示
し
て
、
「
昔
の
さ
む
ら
ひ
み
た
い
に
見
え
る
」
と
言
わ
れ
て
し
ま

う
が
、
こ
の
と
き
は
既
に
ま
た
少
し
大
人
の
顔
に
戻
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
佐

伯
」
と
「
私
」
の
心
が
も
っ
と
も
接
近
し
た
の
は
乾
杯
の
瞬
間
で
、
そ
れ
は

「
佐
伯
」
の
言
葉
で
「
私
」
が
素
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
佐
白
」
の
鋭
い
発
言
は
、
作
品
に
面
白
味
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、
青
春
期
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
三
十
二
歳
の
「
私
」
が
、

再
び
青
春
に
接
近
す
る
た
め
の
呼
び
水
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
自
己
卑
下
に
し
ろ
「
佐
白
」
に
よ
る
非
難
に
し
ろ
、
こ
の
作
品
の
く
喜
劇
Ｖ

性
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
各
登
場
人
物
の
〈
弱
さ
〉
を
滑
稽
に
暴
き
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
一
人
性
質
の
異
な
る
「
熊
本
君
」
は
、
「
佐
伯
」

の
指
摘
に
よ
っ
て
決
定
的
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
が
、
「
私
」
の
場

合
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
そ
れ
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
私
」

が
年
齢
と
共
に
身
に
付
け
て
来
た
処
世
術
と
も
言
う
べ
き
〈
大
人
の
仮
面
〉
が

徐
々
に
剥
が
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
「
私
」
が
青
春
を
再
び
取
り
戻
す
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

叶
わ
な
い
。
叶
っ
た
、
と
錯
覚
し
た
夢
か
ら
覚
め
た
と
き
、
最
後
に
残
さ
れ
た

の
は
、
冒
頭
と
同
じ
「
三
十
二
歳
の
下
手
な
小
説
家
」
と
し
て
の
「
私
」
の
姿

だ
け
だ
っ
た
。

　
こ
の
幕
切
れ
か
ら
は
、
〈
中
期
Ｖ
太
宰
の
あ
く
ま
で
も
作
家
た
ら
ん
と
す
る

姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
中
戦
争
下
と
い
う
時
代
背
景
を
考
慮
す
る
と

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
作
品
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
〈
喜
劇
仕
立
て
〉

は
滑
稽
味
を
与
え
る
と
い
う
表
面
的
な
役
割
の
他
、
テ
ー
マ
を
明
確
に
す
る
と

い
う
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
。

　
「
乞
食
学
生
」
は
、
作
品
内
容
と
喜
劇
的
手
法
と
が
共
鳴
し
合
っ
た
巧
み
な

作
品
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
¢
津
島
美
知
子
「
書
斎
」
（
『
増
補
改
訂
版
回
想
の
太
宰
治
』
所
収
、
五
九
頁
、
平

　
９
・
８
・
３
０
、
人
文
書
院
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
新
聞
は
、
朝
日
新
聞
だ
け
を
購
読
し
て
い
た
が
、
細
か
く
読
む
方
で
、
新
聞
記
事

　
は
よ
く
作
品
に
と
り
入
れ
て
い
た
と
思
う
。

　
　
山
内
群
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
』
第
三
巻
所
収
、
四
五
一
頁
、
平
１
．
１
０
．

　
２
５
、
筑
摩
書
房
）

　
津
島
美
知
子
「
三
鷹
」
（
『
増
補
改
訂
版
回
想
の
太
宰
治
』
所
収
、
三
〇
頁
、
平

　
９
・
８
・
３
０
、
人
文
書
院
）

＠
　
昭
和
十
五
年
に
発
表
さ
れ
た
小
説
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。



作
品
名

発
表
誌

巻
－
号

発
行
月
日

「
女
の
決
闘
」

「
月
刊
文
章
」

’
０
１
１
１
　
三

１
　
■
　
１
■
三
　
　
　
（
Ｏ
　
・

１

ハ
０
１
’
０

（
六
回
連
載
）

「
俗
天
使
」

「
新
潮
」

１
↓
　
●
　
１
■

「
爵
」

「
知
性
」

３
１
１
■

１
■
　
．
　
１
■

「
美
し
い
兄
た
ち
」

「
婦
人
画
報
」

１
３
４

１
↓
　
●
　
１
↓

「
短
片
集
」

「
作
品
倶
楽
部
」

○
乙
－
１
■

１
↓
　
・
　
１
↓

「
春
の
盗
賊
」

「
文
芸
日
本
」

○
乙
－
１

１
■
　
．
　
１
■

「
駈
込
み
訴
へ
」

「
中
央
公
論
」

○
乙
　
・
　
１
人

「
老
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」

。
「
婦
人
画
報
」

２
３
４

つ
Ｏ
　
・
　
１
↓

「
善
蔵
を
思
ふ
」

「
文
芸
」

８
－
４

４
　
・
　
１
１
一

「
誰
も
知
ら
ぬ
」

「
若
草
」

１
６
－
４

４
　
・
　
１
１
一

「
走
れ
メ
ロ
ス
」

「
新
潮
」

３
７
１
５

「
０
　
・
　
１
↓

「
古
典
風
」

「
知
性
」

３
１
（
ｏ

＾
Ｏ
　
・
　
１
１
一

「
盲
人
濁
笑
」

「
新
風
」

１

　
　
３
ハ
Ｏ
　
・
　
　
１

「
乞
食
学
生
」

「
若
草
」

６
　
－
７
’
１
　
－

＾
０
　
　
　
９
＾
１
１
■
　
　
　
１
■

７
’
　
・
　
１
■
王
　
　
　
２
　
　
　
　
■
　
１
■
　
　
　
１
（
六
回
連
載
）

「
失
敗
園
」

「
東
西
」

ハ
Ｏ
－
Ｏ
Ｊ

Ｏ
）
　
・
　
１
１
一

二
燈
Ｌ

「
文
芸
世
紀
」

　
　
１
○
乙
１
　
　
１

Ｏ
　
　
ｏ
６
　
●
１
■
‘
　
　
１

「
き
り
ぎ
り
す
」

「
新
潮
」

７
’
　
　
　
１
，
３
　
　
　
１
１
一

「
あ
る
画
家
の
母
」

（
Ａ
Ｋ
放
送
台
本
）

ｕ
・
５
放
送

「
ろ
ま
ん
燈
籠
」

「
婦
人
画
報
」

２
４
４

２
一
１
１

（
連
載
第
一
回
）

太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

　
注
　
に
同
じ

＠
塚
越
和
夫
「
『
乞
食
学
生
』
に
つ
い
て
」
（
「
昭
和
文
学
研
究
」
ｕ
、
昭
６
０
・
７
・

　
２
５
）

¢
　
国
松
昭
「
『
乞
食
学
生
』
論
」
（
「
太
宰
治
研
究
」
６
、
平
ｕ
・
６
・
１
９
）

＠
他
に
、
作
品
に
描
か
れ
た
青
年
像
と
当
時
の
青
年
像
と
を
比
較
検
証
し
た
、
高
和

　
政
「
『
乞
食
学
生
』
　
　
教
育
制
度
の
中
の
佐
伯
五
一
郎
　
　
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」

　
６
４
－
９
、
平
ｕ
・
９
・
１
）
が
あ
る
。

　
奥
野
健
男
「
作
品
と
生
涯
」
（
『
太
宰
治
く
決
定
版
ｖ
』
所
収
、
八
○
頁
、
昭
４
１
・

　
４
・
５
、
春
秋
社
）

＠
　
山
内
群
史
「
年
譜
」
（
『
太
宰
治
全
集
』
別
巻
、
平
４
・
４
・
２
４
、
筑
摩
書
房
）
を

　
参
考
に
、
太
宰
の
昭
和
十
五
年
に
お
け
る
校
友
会
誌
へ
の
執
筆
、
講
演
等
に
っ
い
て

　
ま
と
め
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
・
「
心
の
王
者
」
（
「
三
田
新
聞
」
螂
、
昭
１
５
・
１
・
２
５
）

　
　
　
・
「
欝
屈
禍
」
（
「
帝
国
大
学
新
聞
」
棚
、
昭
１
５
・
２
・
１
２
）

　
　
　
・
「
諸
君
の
位
置
」
（
「
月
刊
文
化
学
院
」
２
－
２
、
昭
１
５
・
３
・
３
０
）

　
　
　
・
「
貧
禁
禍
」
（
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
抑
、
昭
１
５
・
８
・
５
）

　
　
　
．
十
月
上
旬
　
東
京
商
科
大
学
で
「
近
代
の
病
」
と
題
し
て
講
演

　
　
　
・
十
一
月
十
六
日
　
新
潟
高
等
学
校
で
講
演

　
　
　
・
「
独
語
い
つ
時
」
（
「
帝
国
大
学
新
聞
」
搬
、
昭
１
５
・
ｕ
・
２
５
）

◎
注
　
に
同
じ

＠＠＠＠ 　
永
井
荷
風
「
断
腸
亭
日
乗
」
（
『
荷
風
全
集
』
第
二
四
巻
所
収
、

６
・
１
・
２
８
、
岩
波
書
店
）

　
注
＠
に
同
じ

　
注
¢
に
同
じ

　
相
良
守
峯
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
　
解
説
」
（
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
第
一
部

所
収
、
三
六
三
頁
、
平
３
・
１
２
・
５
、
岩
波
書
店
）

三
五

三
四
三
頁
、
平

〈
岩
波
文
庫
Ｖ
』



　
　
　
　
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
論

＠
注
＠
に
同
じ

＠
注
　
に
同
じ

＠
注
＠
に
同
じ

＠
注
¢
に
同
じ

ゆ
　
神
谷
忠
孝
「
太
宰
治
と
服
装
　
　
お
し
ゃ
れ
志
向
と
乞
食
姿
と
ー
」
（
「
湘
南
文

　
学
」
８
、
平
７
・
５
・
８
）

一
付
記
一
本
稿
で
引
用
し
た
太
宰
治
の
文
章
は
、
山
内
群
史
編
『
太
宰
治
全
集
』
全
十

　
　
　
二
巻
、
別
巻
一
（
平
１
・
６
・
１
９
－
４
・
４
・
２
４
、
筑
摩
書
房
）
に
よ
っ
た
。

三
六
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